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プロジェクト全体の研究経過及び研究成果 

 

 本研究は STEAM 教育に関する国際調査研究であり、その特徴として、①日常の教科指導の中

で STEAM 教育の理念と手法を具現する方法を探ること、②自然科学系以外の分野(国語教育、

社会科教育、スポーツ体育教育、音楽教育)での実践と連携させることの２点が挙げられる。

各年度の主な活動は次の通りである。 

 

[令和４年度] 

・令和５年２月、STEAM 教育で世界トップクラスといわれるシンガポールに出張し、国立教育

学院(NIE)、シンガポール教師アカデミー(AST)、公立の小学校および中学校を訪問した。 

・令和５年３月、院生とともに台湾に出張し、国立屏東大学および近郊の小学校を訪問した。

台湾では、STEAM にＲ(＝reading)を加えた STREAM 教育が提唱されていた。 

 

[令和５年度] 

・９月、シンガポールの国立南洋工科大学教育学院および国立スポーツ科学研究所の研究者か

ら、保健体育やスポーツ指導における ICT 活用や STEAM 教育について一次情報を得た。 

・９月、ニュージーランドに出張し、小・中・高等学校における STEAM 教育を視察した。 

・11 月、日本音楽教育学会第 53 回東京大会で、本研究に関する口頭研究発表を行った。 

・11 月、『兵庫教育大学学校教育学研究』第 36 巻に、本研究に関連する論文を掲載した。 

・12 月、愛知県の岡崎市立南中学校を訪問し音楽科と他教科の連携を目指した研究授業を視

察したほか、追手門学院中学校を訪問し、「探究科」における音楽創作ソフトを活用した教

科横断的な表現活動を視察した。 

・令和６年２月、院生とともにベトナムのダナン市に出張し、ダナン大学、ドンア大学、さく

ら学校を訪問視察した。 

 

[令和６年度] 

・８月、再びシンガポールの国立教育学院(NIE)を訪問し、STEAM 教育と音楽教育の連携につ

いて情報交換を行った。 

・令和７年２月、開拓社より『教科指導における STEAM 教育の新展開』を上梓し、研究全体の

成果を公刊した。 

 

 

(注)氏名欄は適宜増減してください。 
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